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五

　
我
々
は
先
づ
行
動
一
般
を
、
そ
し
て
又
そ
れ
と
關
結
し
て
特
に
道
徳
的
行
嬬
を
心
理
的
事
實
と
し
て
、
そ
の
構
造
と
特
質
に
關
し
説
明

と
分
析
と
を
試
み
た
い
。
こ
蕊
に
我
々
は
行
爲
8
づ
O
餌
9
と
云
っ
て
行
動
σ
①
プ
9
＜
δ
霞
と
封
照
さ
せ
る
場
合
、
後
者
は
前
者
を
包
括
す
る
よ

り
廣
い
類
で
あ
り
、
前
者
は
後
者
の
下
戸
的
嚢
展
形
態
と
解
す
る
。
さ
て
マ
ク
ド
ガ
ル
に
よ
る
と
、
行
動
を
機
械
的
蓮
動
か
ら
腿
別
す
る

一
般
的
特
色
は
次
の
四
黙
に
分
れ
る
。
一
、
生
物
の
行
動
は
生
命
の
な
い
物
質
の
塊
が
外
力
に
よ
っ
て
一
定
の
方
向
に
動
か
さ
れ
て
ゆ
く

の
と
は
全
然
異
っ
た
仕
方
、
從
っ
て
機
械
的
蓮
動
と
し
て
詮
明
さ
れ
得
な
い
特
色
を
も
つ
て
み
る
。
換
言
せ
ば
、
生
物
の
行
動
は
或
る
目

的
に
向
っ
て
持
績
的
に
努
力
す
る
と
云
ふ
特
色
を
も
つ
て
み
る
。
蓋
し
、
生
物
の
行
動
は
妨
害
に
會
ふ
場
合
に
は
、
機
械
的
蓮
動
の
如
く

停
止
し
九
り
、
或
は
弱
め
ら
れ
た
り
せ
す
、
発
て
か
Σ
る
妨
害
は
よ
り
強
い
努
力
を
呼
び
起
し
、
且
つ
こ
の
努
力
は
そ
の
目
的
。
が
達
せ
ら

れ
る
迄
は
持
績
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
生
物
行
動
の
目
的
と
は
、
一
般
に
生
物
と
環
境
的
異
象
と
の
關
係
に
憂
欝
を
加
へ
る
黙
に
存

　
　
　
　
　
行
爲
と
論
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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折
口
墨
・
研
究
　
　
第
二
百
山
ハ
十
山
ハ
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組

す
る
の
で
、
叉
こ
の
憂
化
は
根
本
的
に
は
生
物
の
帝
廟
乃
至
種
、
筆
者
が
夏
に
附
加
す
る
な
ら
ば
、
生
物
の
特
殊
赴
會
の
生
の
要
求
に
慮

す
る
の
で
あ
る
。
二
、
生
物
の
行
動
は
軍
に
盗
る
一
定
の
方
向
に
持
績
的
に
進
む
の
み
で
な
く
、
詣
る
妨
害
に
古
す
る
な
ら
ば
努
力
は
依

然
持
績
す
る
が
、
感
動
の
方
向
や
種
類
は
妨
害
が
除
か
れ
る
ま
で
は
様
々
に
愛
化
す
る
。
島
、
れ
故
、
行
動
は
肥
る
目
的
に
向
っ
て
の
持
績

的
な
試
み
で
あ
り
、
努
力
で
あ
る
と
同
時
に
、
必
要
の
息
合
に
は
目
的
到
達
の
爲
に
使
用
さ
れ
る
手
段
の
痩
化
を
伴
ふ
も
の
で
あ
る
。

三
、
行
動
に
は
有
機
鰹
の
全
艦
が
關
係
す
る
。
総
て
の
行
動
は
反
射
書
誌
の
や
う
に
部
分
的
な
反
磨
で
な
く
、
有
機
艦
の
全
艦
の
精
力
が

目
的
到
蓬
の
仕
事
に
向
っ
て
集
中
さ
れ
る
り
行
動
に
專
ら
關
与
す
る
器
官
の
爲
に
他
の
総
て
の
器
官
は
協
力
し
、
或
は
そ
れ
に
從
属
せ
し

め
ら
れ
、
或
は
そ
れ
と
同
格
に
利
用
さ
れ
る
。
四
、
以
繭
と
同
じ
情
勢
が
興
る
場
合
に
、
生
物
は
た
と
ひ
類
似
し
た
仕
方
で
行
動
す
る
と

し
て
も
、
機
械
的
蓮
動
の
場
合
の
如
く
全
然
同
じ
蓮
動
が
繰
返
へ
さ
れ
る
の
で
な
く
、
一
般
に
行
動
の
能
率
の
塘
進
や
手
段
を
目
的
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

り
よ
く
適
磨
さ
せ
る
と
云
ふ
進
歩
の
兆
候
が
見
ら
れ
る
。

　
　
①
寓
。
u
9
畷
爵
》
冨
H
暮
尻
。
脅
a
g
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ω
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。
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）
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ω
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ω
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．

　
さ
て
、
右
に
述
べ
た
行
動
の
四
つ
の
特
性
は
結
局
行
動
の
目
的
論
的
性
格
に
基
く
の
で
あ
り
、
こ
の
性
格
の
客
観
的
表
現
と
見
る
こ
と

が
出
鼻
る
。
既
に
剛
に
於
て
設
明
し
た
や
う
に
、
マ
ク
ド
ガ
ル
は
行
動
は
意
欲
を
中
心
動
力
と
し
、
知
と
情
を
そ
の
爾
翼
と
す
る
複
雑
な

性
質
を
帯
び
て
み
る
こ
と
を
力
説
す
る
の
で
あ
る
が
、
目
的
の
追
求
と
云
ふ
本
心
意
欲
の
働
き
は
知
と
惜
の
作
用
を
通
し
て
、
右
の
行
動

の
特
色
を
現
象
さ
せ
る
も
の
と
解
説
さ
れ
得
る
。
特
に
、
二
と
四
の
特
性
は
明
か
に
行
動
認
識
の
働
き
を
示
し
て
み
る
も
の
で
、
就
中
最

後
の
行
動
の
改
善
可
能
性
は
ト
ー
ル
マ
ン
の
解
繹
に
よ
れ
ば
、
認
識
に
よ
る
行
動
の
從
順
性
，
経
験
の
教
訓
に
從
順
な
行
動
の
知
的
憂
形

性
心
0
9
身
を
示
す
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
寧
ろ
ト
ー
ル
マ
ン
の
心
意
に
於
て
は
、
行
動
の
從
心
性
は
行
動
の
定
義
の
最
後
の
仕
上



　
　
げ
を
な
す
も
の
と
し
て
最
も
重
要
な
意
味
が
與
へ
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
っ
て
、
行
動
。
か
日
的
々
で
あ
．
る
と
云
ふ
こ
と
は
箪
に
行
動
の
持
績

　
　
性
や
試
み
と
失
敗
の
雲
脚
、
憂
化
性
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
得
る
の
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
行
動
の
特
色
が
行
動
の
目
的
性
を
謹
し
得
る
の
は

　
　
そ
れ
ら
が
よ
り
有
敷
な
行
動
の
仕
方
を
慰
謝
し
得
る
從
順
姓
を
含
蓄
し
て
み
る
か
ら
で
あ
る
。
倫
叉
ト
ー
ル
マ
ン
は
軍
純
な
刺
戟
一
反
癒

　
　
の
關
係
に
よ
る
行
動
の
所
謂
分
子
量
定
義
に
封
し
て
、
有
機
翼
翼
器
の
場
に
於
て
の
行
動
の
質
量
的
定
義
　
　
マ
ク
ド
ガ
ル
の
三
の
特
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
　
　
も
亦
、
順
磨
か
成
功
す
る
爲
に
は
有
機
艦
の
各
部
分
の
粗
互
蓮
鎖
が
必
要
で
あ
る
と
云
ふ
所
か
ら
從
順
姓
の
結
果
と
解
繹
す
る
。

　
　
　
　
①
日
。
巨
璽
”
］
鳥
羽
。
臨
く
。
切
。
ぎ
聖
母
騨
k
ピ
旨
曜
話
中
e
鼠
冨
。
∬
等
．
H
ω
函
O
・
ト
ー
ル
マ
ン
の
行
動
の
定
義
に
ぱ
然
し
二
つ
の
疑
問
た
呈
写
し
得
る
と

　
　
　
　
　
　
思
ふ
。
第
一
、
彼
が
行
動
の
目
的
性
の
客
観
的
表
現
と
し
て
從
順
性
乃
至
馴
致
性
、
換
言
ぜ
ば
行
動
認
識
の
存
在
を
廻
重
汐
止
ろ
黙
で
あ
る
。
斯

　
　
　
　
　
　
く
て
ほ
目
的
行
動
の
本
來
意
慾
的
な
性
格
の
定
義
が
不
可
能
と
な
る
恐
れ
が
あ
ろ
。
行
動
の
意
慾
的
特
性
1
ー
ア
ッ
ハ
の
試
み
れ
や
う
に
、
幾
験
的

　
　
　
　
　
　
力
學
的
の
雨
見
地
か
ら
説
明
さ
れ
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
動
の
持
績
性
ば
明
か
に
ア
ッ
ハ
の
意
志
の
決
定
と
云
ふ
力
學
的
特
性
な
示
す
も
の
と
考
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
　
　
ら
れ
る
Q
部
ち
行
動
の
持
績
牲
ほ
從
順
性
と
ぱ
無
聞
係
に
、
そ
れ
冷
勇
行
動
意
慾
の
力
學
的
表
現
と
考
へ
ら
れ
る
（
レ
。
『
φ
σ
9
ロ
。
置
ノ
く
ヨ
2
侵
望
江

　
　
　
　
　
　
F
（
募
6
§
嵩
ヒ
§
。
農
ω
b
よ
）
。
第
二
、
行
動
の
質
量
的
定
義
ほ
行
動
な
革
に
個
々
の
刺
戟
と
反
慮
の
關
係
に
分
解
す
る
分
子
的
定
義
に
欝
し

　
　
　
　
　
　
て
、
人
間
全
燈
の
行
動
た
研
究
封
象
と
す
る
も
の
と
し
て
大
き
な
意
壕
た
も
つ
。
そ
れ
ほ
意
趣
的
に
統
一
さ
れ
六
行
動
の
杢
騰
た
研
究
す
ろ
態
度

　
　
　
　
　
　
で
あ
り
、
や
が
て
心
理
學
と
文
化
科
崇
と
の
逸
士
た
促
す
預
り
あ
ろ
思
想
た
宿
し
て
み
る
Q
然
し
、
こ
の
杢
緻
性
的
敷
絡
が
ト
ー
ル
マ
ン
の
解
す

　
　
　
　
　
　
ろ
や
う
に
、
行
動
の
馴
致
性
の
結
果
と
解
し
得
る
か
採
9
5
題
で
あ
ら
う
Q
そ
れ
ほ
分
肢
的
全
労
焼
と
し
て
の
人
間
存
在
の
根
本
規
定
た
豫
想
し
て

　
　
　
　
　
　
始
め
て
理
解
さ
れ
揮
う
と
思
ふ
。
下
…
ル
マ
ン
の
行
動
認
識
の
過
霊
瀧
が
こ
・
に
も
現
に
れ
て
る
る
こ
と
な
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ら
う
。

　
　
　
だ
が
行
動
の
根
本
性
格
を
そ
の
有
目
的
性
と
考
へ
る
場
合
に
、
そ
れ
が
一
三
何
を
意
味
す
る
か
を
澄
め
明
か
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら

鰯
　
ぬ
。
行
動
は
輩
に
外
か
ら
張
ひ
ら
れ
た
機
械
的
運
動
で
な
く
、
，
内
在
的
目
的
に
規
定
さ
れ
て
生
物
の
欲
求
か
ら
生
す
る
自
獲
的
蓮
動
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
行
爲
と
論
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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哲
’
學
研
究
　
第
二
百
エ
ハ
十
・
六
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謬

る
。
然
し
、
目
的
の
内
在
と
目
的
の
意
識
と
は
同
一
で
は
な
い
が
、
マ
ク
ド
ガ
ル
は
こ
れ
を
ど
、
う
解
す
る
か
。
彼
に
よ
る
と
、
臼
的
行
動

は
本
質
的
に
何
等
か
の
程
度
で
口
的
の
意
識
を
俘
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
尤
も
、
我
々
は
通
例
目
的
活
動
と
云
ふ
時
、
日
的
を
熟
慮
し
て
選
樺

し
、
管
見
さ
れ
た
目
的
を
自
讃
的
に
追
求
す
る
高
次
の
意
志
行
爲
と
考
へ
易
い
が
、
然
し
、
斯
く
狭
義
に
目
的
活
動
を
解
す
る
時
は
低
い

段
階
の
動
物
行
動
は
全
く
目
的
行
動
の
範
國
に
属
さ
な
い
こ
と
に
な
る
。
然
し
、
目
的
意
識
は
こ
の
や
う
な
反
省
的
目
的
観
念
の
み
に
限

ら
す
、
極
め
て
漠
然
た
る
目
的
の
鼠
壁
、
臼
的
の
感
情
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
下
等
動
物
の
匿
的
行
動
と
は
こ
の
種
の
も
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
如
何
に
下
等
の
動
物
行
動
で
も
、
謝
る
も
の
に
就
て
の
漢
然
労
る
意
識
と
こ
の
料
る
も
の
に
於
け
る
翻
る
憂
化
の
漠
然
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
①

豫
想
を
含
む
の
で
あ
る
。

　
　
①
三
。
ご
9
嶺
p
斜
〉
二
H
コ
停
門
。
曾
皇
9
二
。
の
。
。
運
勺
切
智
ぎ
】
£
｝
・
二
）
・
ω
ひ
ρ

　
右
の
マ
ク
ド
ガ
ル
の
目
的
行
動
の
説
明
に
蜀
し
て
は
、
我
々
は
次
の
如
き
注
意
を
加
へ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
、
ト
ー
ル
マ
ン
の
批
評
の

如
く
序
彼
は
目
的
行
動
の
藁
薦
に
青
る
漠
然
九
る
闘
的
知
萱
、
愚
管
を
想
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
換
言
せ
ば
肖
的
を
以
て
行
動
の
中
に
現

象
す
る
仕
方
と
は
異
る
何
か
特
殊
の
心
理
的
な
滴
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
結
局
内
省
心
理
墨
の
痕
跡
を
脱
し
て
み
な
い
。
然
る

に
、
行
動
主
義
の
立
場
に
と
っ
て
は
、
目
的
は
試
み
と
失
敗
及
び
駅
致
性
の
事
實
に
よ
っ
て
純
粋
に
客
槻
的
に
定
義
さ
れ
る
痩
嶽
と
云
ふ

意
味
を
も
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
、
小
猫
が
垂
直
に
置
か
れ
九
ぽ
九
ん
を
見
て
色
々
な
試
み
を
や
り
始
め
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
努
力
が
ぼ

た
ん
を
水
膨
に
ひ
っ
く
り
返
す
仕
方
が
糞
見
さ
れ
る
ま
で
痔
具
し
、
且
つ
手
古
り
次
第
の
努
力
が
有
数
な
活
動
を
行
は
う
と
す
る
一
定
の
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

傾
向
に
よ
っ
て
置
き
代
へ
ら
れ
た
時
、
我
々
は
小
猫
は
ぽ
元
ん
を
ひ
っ
く
り
返
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
み
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
よ
う
。

二
、
我
々
は
行
動
主
義
の
浸
意
識
的
純
客
観
的
立
場
を
支
持
す
る
も
の
で
は
な
い
。
意
識
な
き
心
理
學
と
は
そ
れ
自
身
矛
盾
し
た
書
葉
で
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あ
る
。
低
い
段
階
の
行
動
に
減
て
も
、
隠
事
の
漠
然
た
る
知
遇
、
感
情
が
存
在
し
得
る
こ
と
は
マ
ク
ド
ガ
ル
の
説
く
通
り
で
あ
り
、
又
九

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

と
ひ
目
的
に
就
て
の
意
識
が
存
在
し
な
く
て
も
、
緊
張
、
不
安
等
の
情
意
歯
髄
験
に
よ
る
目
的
へ
の
方
向
、
志
向
が
存
在
し
得
る
で
あ
ら

う
。
然
し
、
行
動
の
本
質
が
目
的
行
動
に
存
し
、
而
し
て
目
的
行
動
の
本
質
は
そ
の
目
的
意
識
に
存
す
る
と
せ
ば
、
こ
の
や
う
な
意
味

の
目
的
行
動
は
行
動
全
禮
の
本
質
を
定
義
し
得
な
い
で
あ
ら
う
。
蓋
し
、
本
能
的
行
動
や
習
慣
的
行
動
に
於
て
は
目
的
意
識
が
存
在
す
る

と
は
考
へ
ら
れ
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
允
と
ひ
、
從
属
的
目
的
は
意
識
さ
れ
る
と
し
て
も
、
終
局
的
目
的
は
無
意
識
的
に
作
用
し
て
み
る
と
考

へ
ら
れ
る
。
一
般
に
輩
に
こ
の
種
の
行
動
の
み
な
ら
す
、
自
壁
的
合
理
的
行
爲
に
封
し
て
も
無
意
識
的
目
的
意
欲
の
存
在
は
否
認
臓
來
な

い
。
そ
れ
は
情
意
三
無
意
識
的
目
的
が
感
情
の
論
理
を
仲
立
ち
に
し
て
行
草
に
影
響
す
る
場
合
に
外
な
ら
な
い
。
三
、
明
白
な
目
的
意
識

が
存
在
す
る
場
合
で
も
、
こ
の
意
識
が
常
に
目
的
の
忠
實
な
反
映
と
は
な
ら
す
、
意
識
は
屡
々
目
的
に
就
て
虚
償
に
陥
る
。
そ
し
て
、
こ

の
意
識
の
虚
儒
の
存
在
は
軍
に
臼
的
行
動
の
主
観
的
存
在
と
粟
興
的
存
在
と
の
喰
蓮
ひ
を
語
る
の
み
な
ら
す
、
草
薬
善
的
行
爲
を
生
ぜ
し

め
る
危
瞼
を
も
つ
て
み
る
。
主
婦
が
墓
所
の
器
具
を
破
損
し
た
女
中
を
叱
る
場
合
に
、
こ
の
叱
責
は
破
損
に
封
ず
る
不
快
、
立
腹
か
ら
で

な
く
て
、
女
中
の
輕
牽
に
封
ず
る
戒
め
を
ロ
的
と
す
る
と
信
じ
た
が
る
心
理
は
こ
の
自
己
欺
隔
の
一
例
で
あ
．
る
。
こ
の
種
の
道
徳
的
虚
儒

も
矢
張
り
目
的
表
象
に
黙
す
る
感
惰
の
論
理
の
影
響
と
見
微
さ
れ
得
よ
う
。
然
し
、
こ
の
種
の
目
的
行
動
の
存
在
は
そ
の
目
的
表
象
の
黙

で
は
主
槻
的
虚
儒
的
で
あ
っ
て
も
、
客
観
的
観
察
の
鮎
か
ら
依
然
と
し
て
昌
的
行
動
な
る
事
實
の
其
理
を
謹
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
　
①
時
。
ぎ
｛
＝
ご
。
ワ
簿
‘
℃
℃
・
H
†
同
ひ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

　
我
々
が
マ
ク
ド
ガ
ル
の
行
動
論
に
於
て
見
出
す
一
つ
の
峡
黙
は
右
の
批
判
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
や
う
に
、
行
動
の
現
象
學
的
内
雀
的
…
糊

　
　
　
　
　
行
爲
と
論
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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一
誓
墨
丁
研
…
究
　
　
第
二
、
百
六
十
山
ハ
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ

察
と
力
學
的
客
槻
的
観
察
の
爾
見
地
が
庭
別
さ
れ
す
に
混
同
さ
れ
て
る
る
織
で
あ
ろ
。
彼
自
身
は
内
省
的
方
法
の
不
充
分
な
る
黒
を
指
摘

し
、
客
概
的
方
法
の
重
要
さ
を
味
蕾
し
、
叉
本
能
、
感
情
の
分
析
に
於
て
こ
の
方
法
を
尊
く
火
点
し
た
黙
に
そ
の
大
き
な
功
績
が
あ
る
と

思
は
れ
る
が
、
然
し
、
行
動
論
に
豫
想
さ
れ
る
右
の
爾
見
地
が
そ
の
隈
別
と
關
聯
と
に
於
て
把
捉
さ
れ
て
を
ら
す
、
行
動
の
力
學
と
艦
験

と
が
冬
々
そ
の
特
質
に
於
て
究
明
さ
れ
て
み
な
い
こ
と
は
疑
は
れ
ぬ
黙
で
あ
ら
う
。
目
的
の
認
識
罷
駿
は
行
動
の
認
識
罷
験
の
重
要
な
特

性
で
あ
る
が
、
然
し
不
可
鋏
的
な
も
の
で
は
な
く
、
況
や
叉
日
的
行
動
の
不
可
訣
的
特
性
で
は
禽
忍
な
い
。

　
行
動
乃
至
行
爲
の
心
理
素
的
研
究
に
於
て
、
現
象
學
的
観
察
と
力
學
的
槻
察
と
の
混
同
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
は
レ
ヴ
ィ
ン
、
ア
ッ
ハ
に
於

て
読
か
れ
て
る
ろ
。
…
從
來
心
理
學
に
於
て
は
、
現
象
學
的
観
察
が
主
位
を
占
め
、
雪
叩
的
観
察
は
輕
視
さ
れ
、
或
は
前
者
と
混
同
さ
れ
て

る
た
。
斯
く
て
、
現
象
墨
的
に
純
粋
な
類
型
の
構
成
が
重
ん
ぜ
ら
れ
、
而
し
て
叉
、
こ
の
純
糠
な
類
型
が
力
學
的
に
も
優
越
し
た
役
割
り

を
も
っ
と
考
へ
ら
れ
た
。
然
し
、
現
象
型
的
に
互
に
等
し
い
形
成
物
乃
至
過
程
は
必
ず
し
も
因
果
的
力
學
的
に
、
即
ち
そ
れ
ら
の
原
因
結

果
上
か
ら
云
っ
て
互
に
等
し
い
と
は
云
は
れ
な
い
。
寧
ろ
そ
の
反
封
の
場
合
が
可
能
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
古
い
植
物
學
に
於
て
は
、
植
物

は
そ
の
葉
や
花
の
形
態
に
從
っ
て
、
師
ち
現
象
型
的
類
似
に
從
っ
て
分
類
さ
れ
た
。
然
し
、
同
じ
植
物
が
不
地
に
植
ゑ
ら
れ
た
揚
合
と
、

高
地
に
植
ゑ
ら
れ
た
場
合
と
に
よ
っ
て
異
つ
童
形
を
も
ち
得
る
で
あ
ら
う
。
一
定
の
現
象
型
は
一
定
の
條
件
複
合
物
、
帥
ち
一
定
の
軍
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
設
明
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
。
軍
に
生
物
畢
ば
か
り
で
な
く
、
歴
史
乱
篭
や
就
業
科
學
に
嘗
て
も
純
粋
類
型
の
抽
象
に
よ
っ
て
で
な

く
、
｝
定
の
翼
展
段
階
、
一
定
の
環
境
條
件
の
力
學
的
背
景
の
下
で
の
み
賢
島
的
な
現
象
形
態
の
確
立
が
可
能
で
あ
る
。
心
理
學
に
於
て

も
、
心
理
的
複
合
物
や
過
程
が
力
學
的
怪
説
の
封
象
と
し
て
取
扱
は
れ
る
時
に
は
、
そ
れ
ら
は
最
早
そ
の
現
象
的
特
性
に
よ
っ
て
充
分
に

規
定
さ
れ
な
い
性
質
や
法
則
を
現
は
し
て
來
る
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
湖
面
上
強
い
企
職
作
用
は
膿
験
上
弱
い
企
圖
、
乃
至
現
象
學
的
に



　
　
は
企
岡
作
用
と
云
ふ
べ
き
ょ
り
は
寧
ろ
軍
な
る
思
想
と
も
云
ふ
べ
き
程
の
賜
い
器
験
に
比
較
し
て
さ
へ
、
因
果
的
力
學
的
に
は
遙
か
に
そ

　
　
の
力
が
賜
い
こ
と
が
あ
り
得
る
。
叉
感
情
が
外
面
的
に
烈
し
い
活
動
を
呼
．
び
起
し
、
内
面
的
に
も
強
い
昂
奮
を
俘
ひ
な
が
ら
、
而
も
力
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
的
に
云
っ
て
非
常
に
表
面
的
で
精
力
の
貧
し
い
感
情
で
あ
り
得
る
。
惜
意
に
封
ず
る
こ
の
爾
見
地
の
差
別
は
た
と
ひ
方
法
論
的
自
誓
を
俘

　
　
は
ぬ
に
せ
よ
、
今
迄
も
存
在
せ
ぬ
こ
と
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
烈
し
い
情
慾
と
穏
か
な
情
慾
と
の
差
別
、
カ
ン
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
激
情
と
情
慾
と
の
差
別
の
如
き
は
既
に
こ
の
惰
意
の
二
元
的
性
質
に
馨
れ
て
み
る
。

　
　
　
　
①
U
O
三
】
ご
く
。
話
㌶
き
ノ
く
目
一
〇
F
切
。
象
箋
菖
9
ω
・
H
。
。
－
図
0
6

　
　
　
　
②
属
ぴ
創
・
Q
。
・
お
占
ρ

　
　
　
　
③
ヒ
ュ
…
ム
匡
燈
験
上
烈
し
い
情
慾
ぽ
必
ず
し
も
そ
の
力
強
か
ら
す
、
穏
か
な
情
慾
必
す
し
も
場
く
な
い
こ
と
奄
云
ひ
、
此
種
の
穏
か
な
情
慾
に
ほ
種

　
　
　
　
　
　
々
な
ろ
本
能
（
慈
愛
、
怨
恨
、
生
命
愛
、
子
供
に
封
ず
ろ
親
切
）
乃
至
善
悪
に
封
ず
る
愛
惜
が
あ
る
。
情
慾
が
支
配
的
と
な
り
、
囲
定
的
な
行

　
　
　
　
　
爲
の
原
理
に
な
つ
れ
噂
ぽ
特
瑚
の
感
惰
も
な
く
て
静
か
に
作
用
す
る
か
ら
屡
々
理
性
の
作
用
と
混
同
さ
れ
ろ
恐
れ
が
あ
る
（
鎖
奪
μ
P
》
8
冨
p
静
。

　
　
　
　
　
O
日
歩
ヨ
養
親
累
潟
零
憎
ρ
目
白
℃
●
這
O
山
ω
ρ
国
く
O
蔓
豪
二
四
、
⑳
U
ぴ
箪
受
）
o
カ
ン
｝
ほ
掛
浮
言
と
U
O
覧
9
屋
O
夢
津
の
母
君
な
極
め
て
巧
妙
な
比
喩
で
説

　
　
　
　
　
明
し
て
み
る
。
葡
者
ぱ
「
堤
坊
た
突
乱
破
ろ
水
の
如
く
」
作
用
す
う
が
、
後
看
ほ
「
河
床
た
愈
々
深
く
掘
り
込
む
河
の
如
く
」
作
用
す
ろ
。
前
者
は

　
　
　
　
　
正
直
で
開
放
的
だ
が
、
後
者
ぱ
狡
猪
で
陰
瞼
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
實
践
理
性
に
と
っ
て
恐
る
べ
き
癌
で
あ
る
（
醤
暫
N
詳
k
ド
艮
貯
。
℃
o
H
o
σ
Q
M
P
ω
・
H
。
。
恥
－

　
　
　
　
　
同
G
。
い
「
）
。

　
　
　
固
よ
り
、
行
動
罷
駿
と
行
動
ヵ
と
は
本
質
上
一
致
し
な
い
と
云
ふ
の
で
な
く
、
精
力
的
で
深
い
情
意
は
又
穏
か
で
あ
る
が
、
然
し
深
く

　
　
力
強
く
艦
験
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
が
、
然
し
、
爾
者
の
不
一
致
は
あ
り
得
る
の
で
あ
．
り
、
且
つ
そ
の
早
食
か
多
い
の
で
あ
る
。
否
ア
ッ
ハ

謝
　
に
よ
れ
ば
、
意
志
過
程
か
ら
生
す
る
力
學
的
影
響
、
彼
の
所
謂
決
定
U
9
窪
ヨ
営
蝕
。
⇔
は
通
例
無
意
識
的
に
作
用
す
る
の
で
あ
る
。
若
し

　
　
　
　
　
　
　
行
爲
と
論
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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響
一
墨
下
研
究
　
錐
二
宥
門
山
ハ
十
・
六
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

重
が
明
日
一
定
の
時
刻
に
或
る
こ
と
を
行
は
う
と
企
圖
す
る
時
、
そ
の
時
刻
が
來
た
な
ら
ば
、
以
前
の
私
の
意
圖
を
思
ひ
嵐
す
要
な
く
直

　
　
　
　
　
①

ち
に
實
行
ず
る
。
こ
の
私
を
し
て
實
行
さ
せ
る
カ
が
意
志
の
力
學
的
影
響
盈
ち
決
定
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
場
合
無
意
識
的
に
作
用
す

る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
斯
く
て
ア
ッ
ハ
に
於
て
も
、
意
志
の
膿
面
面
と
力
影
面
と
は
相
異
る
面
と
し
て
涯
別
さ
れ
て
る
る
。
一
般
に
活
動

す
る
こ
と
鼠
艦
験
す
る
こ
と
・
は
そ
の
存
在
の
仕
方
か
ら
云
っ
て
異
る
は
専
心
で
あ
る
が
、
然
し
こ
の
こ
と
は
画
く
入
問
存
在
、
乃
至
そ

の
表
現
た
る
人
間
行
動
の
全
艦
の
場
に
於
て
互
に
全
く
分
離
し
、
相
互
作
用
を
有
し
な
い
と
云
ふ
意
味
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
無
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

的
決
定
が
聯
合
法
則
よ
り
も
つ
と
根
本
的
に
我
々
の
表
象
、
感
情
等
の
二
審
生
活
に
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
や
う
に
、
逆
に
知
情
そ
の
他

の
意
識
艦
験
が
決
定
に
輿
へ
る
力
も
無
覗
出
來
な
い
。
事
實
知
真
意
の
力
學
的
観
察
と
覗
象
轟
々
観
察
と
は
そ
の
槻
察
の
意
味
が
異
り
、

そ
の
聞
に
喰
違
ひ
が
存
し
て
も
、
然
し
依
然
と
し
て
雨
者
間
の
相
互
作
用
は
豫
想
さ
れ
て
る
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
鰹
験
を
無
視
し
た
行
動

主
義
、
客
観
童
義
の
成
立
し
得
な
い
所
以
で
あ
る
。
ア
ッ
ハ
が
決
定
を
生
ぜ
し
め
る
原
因
と
し
て
「
臨
分
が
意
志
す
る
」
と
云
ふ
決
断
の
罷

験
を
暴
け
、
又
快
不
快
の
感
情
と
決
定
の
強
化
と
の
關
係
を
論
じ
て
み
る
黙
は
明
か
に
こ
の
事
實
を
示
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
　
①
卜
。
同
ポ
⇔
げ
。
屍
q
g
ノ
＜
…
2
一
”
G
。
．
轟
．

　
　
②
意
志
の
決
定
が
表
象
乃
至
思
想
生
活
に
配
し
て
大
き
な
力
學
的
影
響
か
も
つ
こ
と
ほ
著
明
な
寝
耳
で
あ
ろ
。
一
定
の
原
理
な
把
持
す
る
と
云
ふ
こ

　
　
　
　
と
ほ
雛
に
寵
憶
の
問
題
で
な
く
、
意
志
の
力
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
が
カ
ン
ト
の
云
ふ
道
徳
的
性
格
の
追
駆
で
あ
る
。
軍
純
な
表
象
盈
活
に
於
て

　
　
　
　
も
、
縛
る
一
つ
の
表
象
か
機
愈
に
他
の
表
象
た
経
験
す
る
と
云
ふ
こ
と
に
輩
に
観
念
聯
合
の
結
果
で
な
く
、
決
定
が
著
明
に
作
用
す
ろ
。
例
へ
ば
、

　
　
　
＜
・
’
§
と
呼
び
掛
け
て
寓
舞
臼
を
表
象
す
ろ
時
ぼ
こ
の
結
合
ば
観
念
聯
合
に
よ
つ
て
訊
明
さ
れ
ろ
で
あ
ら
う
。
然
し
、
若
し
或
ろ
嘗
葉
の
呼
び

　
　
　
　
掛
、
σ
に
從
っ
て
韻
た
作
ろ
課
題
が
與
へ
ら
れ
、
然
る
後
く
”
蒼
と
云
つ
困
弊
に
ぼ
以
前
の
如
く
霊
鑑
。
尻
が
表
象
さ
れ
な
い
で
、
例
へ
ば
聾
け
窪

　
　
　
　
が
表
象
さ
れ
る
○
こ
れ
ほ
決
定
が
韻
を
作
る
と
云
ふ
出
思
圖
の
意
昧
に
於
て
、
表
象
結
A
口
存
傘
踊
的
に
規
制
す
・
る
事
實
た
示
し
て
み
ろ
（
＞
o
劃
8
自
己
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¢
㌣
ω
「
）
。

　
斯
く
現
象
學
的
観
察
と
力
學
的
観
察
と
は
そ
の
槻
察
の
差
異
の
反
面
に
却
て
相
互
補
足
の
關
係
を
含
ん
で
み
る
。
倫
レ
ヴ
ィ
ン
の
注
意

　
　
　
　
　
　
①

し
て
み
る
や
う
に
、
現
象
學
的
観
察
は
直
ち
に
内
省
と
　
致
せ
す
、
又
力
病
的
槻
察
は
直
ち
に
客
観
的
概
察
と
同
一
で
は
な
い
。
そ
れ
ら

の
観
察
の
蕪
異
は
総
じ
て
内
と
外
の
差
別
と
何
等
の
係
り
が
な
い
。
内
的
艦
験
も
外
的
行
動
も
圃
有
の
力
走
に
よ
っ
て
読
明
さ
れ
得
る
や

う
に
、
叉
等
し
く
現
象
と
し
て
膿
瞼
槻
察
と
他
者
槻
察
と
に
よ
っ
て
記
蓮
さ
れ
得
る
。
力
學
的
髄
生
的
観
察
を
輩
に
生
理
的
客
観
的
過
程

に
綱
限
「
し
、
内
的
艦
験
を
翠
に
行
動
の
内
在
決
定
要
素
と
し
て
解
し
去
ら
う
と
す
る
行
動
主
義
の
誤
り
は
こ
れ
に
て
分
明
で
あ
る
。
力
學

的
見
地
は
本
來
内
と
外
の
差
別
に
無
憂
全
市
、
内
的
艦
験
の
存
在
を
否
定
す
る
必
要
は
少
し
も
な
い
筈
で
あ
る
。

　
　
①
目
睾
旦
く
。
議
暮
斜
タ
『
艶
①
門
『
b
ゴ
①
象
罫
回
置
ω
●
8
含
き
・

　
我
々
は
先
づ
行
動
の
現
象
學
的
観
察
か
ら
始
め
る
。
師
ち
所
謂
「
質
量
的
現
象
」
と
し
て
の
行
動
の
外
と
内
の
諸
特
性
の
記
述
を
先
づ
行

は
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
ト
ー
ル
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
行
動
は
特
甲
殊
な
昌
三
豊
象
乃
至
目
的
情
況
に
臆
す
る
、
或
は
そ
れ
か
ら
逃
れ
る
と
至
ふ
虜
囚
を
常
に
も
っ
て

み
る
。
例
へ
ば
、
迷
路
を
走
る
鼠
の
行
動
は
食
物
に
達
し
よ
う
と
す
る
性
質
を
最
も
明
瞭
に
現
は
し
て
み
る
。
或
は
、
智
慧
の
箱
を
明
け

る
小
猫
の
行
動
は
箱
の
中
の
監
禁
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
傾
向
を
一
目
瞭
然
た
ら
し
め
て
み
る
。
次
に
第
こ
の
特
色
は
、
こ
の
や
う
な
何

物
か
に
平
す
る
、
又
は
何
物
か
か
む
逃
れ
る
行
動
は
躍
に
目
的
勤
象
の
性
質
及
び
そ
れ
へ
の
叉
は
そ
れ
よ
り
の
固
執
性
に
よ
っ
て
特
色
附

け
ら
れ
て
み
る
の
み
な
ら
す
、
或
る
特
殊
な
手
段
蜀
象
と
の
特
殊
の
仕
方
の
交
渉
を
、
目
的
射
象
に
至
る
べ
き
、
或
は
そ
れ
か
ら
離
れ
る

べ
き
道
と
し
て
含
む
と
云
ふ
事
態
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
迷
路
を
走
る
鼠
の
食
物
に
達
す
る
行
動
は
特
殊
な
走
り
方
、
乃
至
重
る
道
よ
り
も

　
　
　
　
　
行
爲
と
論
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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哲
鳳
乎
研
究
　
第
二
百
六
十
六
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

他
の
道
を
走
る
と
云
ふ
性
質
を
も
つ
て
表
現
さ
れ
て
み
る
。
或
は
、
箱
の
監
禁
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
小
猫
は
箱
の
し
か
じ
か
の
部
分
を

特
殊
な
論
難
で
噛
み
、
叉
は
爪
で
掻
く
と
云
ふ
特
色
を
帯
び
た
行
動
を
表
現
す
ろ
。
第
三
に
、
こ
の
や
う
な
特
定
の
手
段
万
象
と
の
交
渉

を
助
け
に
し
て
特
定
の
目
的
野
象
へ
達
す
る
、
叉
は
そ
れ
か
ら
逃
れ
る
行
動
は
長
い
手
段
活
動
よ
り
も
短
い
手
段
活
動
に
為
し
て
選
擁
的

に
よ
り
大
き
な
構
へ
を
示
し
て
み
る
。
例
へ
ば
、
鼠
に
目
的
封
象
へ
達
す
べ
き
二
つ
の
よ
り
長
い
路
と
よ
り
短
い
路
と
を
示
す
時
は
短
い

路
の
方
が
選
ば
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
輩
に
鼠
ば
か
り
で
な
く
、
高
等
動
物
や
人
間
に
画
し
て
寧
ろ
よ
り
著
明
に
観
察
さ
れ
る
現
象
で
あ
る

が
、
こ
の
現
象
は
結
局
手
段
野
象
と
手
段
道
程
に
封
ず
る
選
習
性
は
目
的
封
象
の
手
段
目
的
「
方
向
」
と
「
距
離
」
に
相
封
的
な
る
こ
と
を
示

し
て
み
る
。
要
す
る
に
、
行
動
の
特
性
記
蓮
は
一
、
そ
れ
に
達
す
べ
き
、
又
は
そ
れ
か
ら
逃
れ
る
べ
き
目
的
封
象
、
二
、
手
段
筆
下
と
の

交
渉
の
特
殊
な
型
、
三
、
手
段
封
象
と
の
短
い
（
容
易
な
）
交
渉
を
含
む
も
の
と
し
て
の
道
程
及
び
手
段
目
的
の
選
探
と
云
ふ
三
つ
の
特
性

　
　
　
　
　
①

を
暴
げ
て
る
る
。

　
　
①
臼
。
巨
ρ
ジ
望
葺
唱
。
。
。
【
〈
o
b
づ
9
p
〈
剛
。
目
ぎ
》
魯
昌
9
】
m
銘
山
蜜
。
7
℃
℃
・
H
o
l
冨
・

　
我
々
は
次
に
行
動
の
外
面
的
二
輪
か
ら
そ
の
艦
瞼
、
記
述
に
移
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
右
に
行
動
の
第
｝
の
外
面
的
話
説
と
し
て
學
け
ら
れ
九

…
…
へ
の
叉
は
…
…
よ
り
の
と
云
ふ
臼
的
追
求
は
艦
鹸
的
に
は
、
努
力
叉
は
反
抗
と
し
て
現
象
す
る
と
云
ひ
得
よ
う
。
さ
て
努
力
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

リ
ッ
プ
ス
に
よ
れ
ば
、
妨
害
さ
れ
た
傾
向
で
あ
る
。
努
力
は
フ
ィ
ヒ
テ
風
に
云
へ
ば
、
典
我
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
た
自
我
活
動
が
こ
の
制
限

を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
所
に
成
り
立
つ
。
一
定
の
方
向
に
動
き
、
一
定
の
結
果
に
達
し
よ
う
と
す
る
心
理
的
傾
向
が
妨
害
に
會
し
た
時

始
め
て
努
ヵ
が
艦
験
さ
れ
る
。
故
に
努
力
に
は
第
一
に
、
目
的
へ
の
傾
向
が
存
在
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
一
定
の
目
的
と
結
果
に
塗
せ
ん
と
す

る
言
動
、
傾
向
が
存
在
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
否
も
つ
と
根
本
的
に
云
へ
ば
、
目
的
封
象
の
幽
門
、
乃
至
一
定
の
要
求
に
於
て
膿
験
さ
れ
た
封
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象
の
存
在
が
先
づ
必
要
で
あ
る
。
努
力
は
封
象
要
求
の
主
群
化
、
圭
槻
に
撃
て
の
反
響
に
他
な
ら
な
い
。
封
象
の
思
惟
要
求
か
ら
霊
験
要

求
の
充
足
へ
の
憂
化
を
目
ざ
す
も
の
、
或
は
蚤
象
と
し
て
思
考
さ
れ
る
要
求
が
夏
に
箪
に
思
考
さ
れ
る
に
止
ま
ら
す
、
膿
験
さ
れ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
要
求
を
含
み
、
面
し
て
こ
の
要
求
の
充
足
を
目
ざ
す
も
の
が
努
力
で
あ
る
。
元
來
こ
の
封
象
の
要
求
乃
至
誘
惑
と
云
ふ
事
柄
は
レ
ヴ
ィ

ン
、
ト
ー
ル
マ
ン
に
於
て
明
か
な
や
う
に
、
所
調
，
場
の
翻
し
と
し
て
力
素
的
観
察
に
よ
っ
て
始
め
て
そ
の
問
題
的
性
質
が
露
は
に
さ
れ
る

の
で
あ
ろ
が
、
然
し
、
こ
の
こ
と
は
決
し
て
そ
の
龍
験
売
惜
の
否
認
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
感
性
的
傾
向
、
蕩
心
よ
り
道
徳
的
當

爲
、
至
上
命
令
の
意
識
に
至
う
ま
で
、
封
象
要
求
の
醗
験
の
仕
方
は
種
々
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
た
と
ひ
明
白
な
要
求
意
識
の
存
せ
ざ
る

無
意
識
的
本
能
に
於
て
も
倫
漠
然
た
ろ
封
象
に
よ
う
牽
引
感
は
可
能
で
あ
ら
う
。
髪
上
力
學
的
に
は
、
掛
象
要
求
は
一
定
の
心
理
的
欲
求

乃
至
有
機
的
歌
態
の
存
在
を
憶
想
す
る
の
で
あ
り
、
欲
求
を
満
し
た
動
物
に
は
、
例
へ
ば
食
物
の
存
在
は
最
早
誘
惑
的
魅
力
を
も
た
な
い

や
う
に
、
反
饗
に
鋤
象
の
要
求
を
感
ず
る
場
合
に
は
、
同
時
に
そ
の
根
抵
に
そ
れ
を
成
立
さ
せ
る
情
意
的
有
機
的
群
島
が
艦
験
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
食
物
を
求
め
る
場
合
の
餓
ゑ
、
異
性
を
求
め
る
場
合
の
性
的
不
満
感
の
如
き
こ
れ
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
努
力
は
封
象
の
要
求

と
主
上
の
要
求
の
二
重
結
果
で
あ
り
、
而
も
そ
の
要
求
の
妨
害
の
結
果
で
あ
る
。
而
し
て
叉
努
力
そ
れ
七
竃
が
特
殊
の
膿
験
と
し
て
存
在

す
る
。
圃
よ
り
、
我
々
は
努
力
を
以
て
欲
求
そ
の
も
の
と
考
へ
る
の
で
は
な
い
。
努
力
の
罷
験
は
欲
求
の
本
質
を
験
し
て
み
な
い
。
斯
く

考
へ
る
の
は
現
象
學
的
観
察
と
力
墨
的
槻
察
と
の
混
同
で
あ
ろ
。
成
軽
主
意
主
義
者
が
屡
々
考
へ
る
や
う
に
、
努
力
と
云
．
勘
入
間
の
檬
々

の
夢
、
迷
ひ
、
期
待
、
緊
張
を
盛
っ
た
人
工
的
罷
業
の
中
に
欲
求
盟
験
否
入
間
生
活
そ
の
も
の
・
本
來
の
姿
が
現
象
し
て
み
る
が
、
然

し
、
要
求
が
直
ち
に
現
身
に
な
る
行
動
、
「
紳
光
あ
れ
と
宣
へ
ば
光
あ
り
き
」
の
瞬
間
の
創
造
的
野
景
、
或
は
「
行
ふ
所
則
を
こ
え
す
」
の
高

い
道
徳
的
無
碍
の
境
地
、
乃
至
も
つ
と
日
常
屡
々
見
ら
れ
る
妨
害
な
き
滑
か
な
行
動
ー
ー
食
事
を
す
る
、
着
物
を
着
る
、
李
素
の
職
業
に

　
　
　
　
　
行
爲
と
論
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
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折
贔
学
研
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第
一
二
廿
目
轟
ハ
十
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一
二

つ
く
等
一
は
何
れ
も
努
力
な
き
行
動
で
あ
る
が
、
然
し
、
矢
張
り
欲
求
を
基
に
し
て
み
る
こ
と
に
は
憂
り
は
な
い
。
否
、
そ
れ
ら
の
或

る
も
の
に
於
て
は
、
最
も
高
い
程
度
の
欲
求
力
率
の
存
在
が
可
能
で
あ
る
。
唯
我
々
の
上
の
主
張
は
飽
迄
現
象
二
極
見
地
か
ら
努
力
罷
験

の
欲
求
艦
験
と
し
て
の
重
要
性
を
云
・
幽
に
止
ま
る
。

　
　
①
H
」
毛
諮
く
9
＝
］
竃
券
ジ
≦
。
＝
。
昌
F
o
。
勢
。
剛
ご
◎
り
・
お
－
ω
9

　
　
②
鰯
毛
ン
巨
匂
3
、
9
c
ざ
9
q
置
9
0
⇔
三
〇
謎
【
乾
き
回
磯
§
”
酬
¢
畠
O
」
ち
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

　
さ
て
努
力
罷
験
と
は
如
何
な
る
も
の
な
る
か
は
種
々
議
論
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
リ
ッ
プ
ス
の
考
へ
る
や
う
に
、
努
力
感
情
と
解

す
べ
き
か
、
或
は
寧
ろ
ア
ッ
ハ
の
や
う
に
意
識
態
1
そ
の
内
容
が
細
密
に
規
定
出
來
ぬ
意
識
歌
笛
（
疑
ひ
、
海
鼠
、
驚
き
の
歌
態
の
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

き
）
l
i
と
解
す
る
が
穏
當
で
あ
ら
う
。
而
し
て
、
努
力
の
養
蚕
は
叉
身
罷
の
蓮
動
と
緊
張
の
撚
豊
を
含
ん
で
み
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

活
動
乃
至
努
力
罷
験
を
純
糎
な
心
的
罷
験
或
は
知
的
直
擬
と
考
へ
る
の
は
活
動
概
念
の
紳
秘
化
で
あ
り
、
如
何
な
る
活
動
乃
至
努
力
艦

験
に
も
身
増
感
豊
の
混
入
な
き
も
の
は
な
い
。
一
罷
如
何
な
る
心
的
罷
験
も
外
的
生
理
的
徴
候
を
件
は
ぬ
も
の
は
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は

特
に
情
意
艦
験
に
曾
て
著
明
で
あ
る
。
努
力
激
賛
と
身
罷
蓮
動
の
感
壁
と
の
忍
車
に
就
て
は
、
次
の
や
う
な
試
み
が
面
白
い
示
唆
を
與
へ

る
。
丁
度
ピ
ス
ト
ル
の
引
金
を
ひ
く
時
の
や
う
な
姿
勢
で
腕
を
紳
ば
し
、
食
指
を
少
し
曲
げ
る
。
こ
の
揚
合
指
の
千
歯
も
手
の
筋
肉
の
牧

縮
も
存
在
し
な
い
が
、
そ
れ
に
も
係
ら
す
力
を
使
用
す
る
時
と
同
じ
緊
張
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
然
し
、
よ
く
淀
意
す
る
と
、
こ
の
努
力
の
感

通
は
胸
部
の
筋
肉
を
固
定
し
、
聲
門
を
閉
ぢ
、
呼
吸
筋
を
牧
羊
さ
せ
て
る
る
こ
と
に
基
く
こ
と
が
獲
見
さ
れ
る
。
放
に
、
呼
吸
を
元
通
り

進
行
さ
せ
る
と
共
に
努
力
の
意
識
は
漕
え
失
せ
る
。
或
は
、
右
眼
の
筋
肉
が
庶
痒
し
た
患
者
が
こ
の
眼
を
右
方
に
向
け
よ
う
と
し
て
も
、
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こ
の
意
志
作
用
は
薗
よ
り
何
等
の
結
果
を
生
じ
な
い
。
だ
が
努
力
の
感
壁
は
矢
張
り
生
す
る
。
こ
の
事
實
か
ら
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ツ
は
、
意
志

そ
の
も
の
Σ
努
力
が
意
識
に
現
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
結
論
を
下
し
た
。
然
る
に
ジ
．
f
ム
ス
は
こ
れ
を
反
駁
し
て
、
こ
の
揚
合
の
努

力
艦
験
は
實
鹸
中
事
ぢ
ら
れ
て
る
る
下
限
が
そ
れ
に
も
係
ら
す
、
努
力
と
共
に
自
ら
蓮
継
し
て
る
る
と
云
ふ
事
實
に
基
く
と
説
明
す
る
。

斯
く
て
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
努
力
の
艦
験
は
求
心
的
で
あ
っ
て
遠
心
的
な
ら
ざ
る
こ
と
、
即
ち
そ
れ
は
我
々
が
有
機
禮
の
内
へ
放
つ
カ
の
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

接
龍
験
で
な
く
、
努
力
の
結
果
蓮
華
の
周
邊
に
生
す
る
憂
化
を
感
尽
す
る
に
外
な
ら
ぬ
と
云
ふ
結
論
を
導
き
出
し
た
。
こ
の
考
へ
は
ベ
ル

グ
ソ
ン
の
批
評
す
る
や
う
に
、
明
か
に
徹
底
し
た
意
識
前
論
の
室
間
化
的
見
方
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
彦
、
れ
は
努
力
と
云
ふ
特
殊
な
意
欲

膿
験
の
可
能
性
を
同
時
に
認
め
ろ
假
定
の
下
で
の
み
是
認
さ
れ
得
る
見
方
で
あ
る
。

　
　
①
〉
。
F
⊆
》
臼
（
ざ
”
タ
図
陣
＝
窪
絶
富
F
号
の
円
。
ヨ
℃
窪
§
窪
f
ω
噸
丑
ひ
．

　
　
②
切
。
お
の
9
ご
国
。
。
塁
醐
。
。
謹
一
〇
ω
U
9
ぎ
邸
窪
ぎ
ご
ま
（
募
什
霧
自
。
ざ
0
9
舅
鼠
2
6
0
》
ワ
目
ひ
－
讐
・

　
努
力
に
は
種
々
な
る
有
機
的
情
意
姦
婦
態
が
根
本
動
機
と
し
て
働
い
て
み
る
こ
と
は
要
求
膿
験
の
記
蓮
の
場
合
に
燭
れ
た
黙
で
あ
る

が
、
倫
妨
害
さ
れ
た
傾
向
と
し
て
の
努
力
の
本
質
上
、
妨
害
の
場
合
に
は
、
不
快
、
怒
り
を
、
成
功
の
場
合
に
は
、
妨
害
な
き
容
易
な
行

動
よ
り
も
よ
り
大
き
な
快
感
満
足
を
経
験
さ
せ
、
叉
そ
れ
は
岡
時
に
様
々
な
身
振
り
的
表
現
を
俘
．
勘
の
で
あ
る
。
こ
の
行
動
に
件
・
勘
快
不

快
の
感
情
は
意
欲
宮
参
の
作
用
に
墓
く
感
情
と
し
て
、
ア
ッ
ハ
に
よ
っ
て
「
決
定
さ
れ
た
感
情
」
号
け
。
§
夏
窪
O
O
。
ヨ
一
ま
と
呼
ば
れ
て
ゐ

①る
。
帥
ち
、
こ
れ
ら
の
感
情
の
存
在
は
意
欲
と
感
情
と
の
間
の
種
々
な
る
掌
握
的
關
係
を
現
象
さ
せ
る
も
の
で
、
例
へ
ば
、
意
欲
の
實
現

に
件
ふ
快
感
は
意
志
の
緊
張
が
大
で
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
、
又
そ
れ
に
封
抗
す
る
妨
害
が
強
け
れ
ば
強
い
だ
け
翌
々
大
で
あ
る
。
或
は
、
失

敗
の
場
合
の
不
快
、
憤
怒
は
意
欲
の
カ
が
大
で
あ
る
だ
け
そ
れ
だ
け
張
く
、
且
つ
こ
の
不
快
は
云
は
“
精
力
の
堰
き
止
め
を
な
す
こ
と
に

　
　
　
　
　
行
爲
と
論
理
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
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哲
鳳
顎
研
究
　
　
第
一
二
百
轟
ハ
十
上
ハ
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

よ
り
、
新
し
い
行
動
力
を
刺
戟
す
る
原
因
に
な
る
。
こ
れ
は
カ
と
鰭
…
験
の
相
互
作
用
の
注
騒
す
べ
き
一
例
で
あ
る
。

　
　
①
｝
。
7
費
欝
○
こ
Q
。
●
ω
S
．

　
行
動
意
欲
及
び
行
動
感
情
と
並
ん
で
、
行
動
認
識
も
龍
験
と
し
て
現
象
し
得
る
範
園
を
有
す
る
。
無
論
内
省
を
件
は
ぬ
輩
純
な
行
動
に

於
て
は
、
認
識
は
意
欲
と
興
じ
く
罷
験
さ
れ
る
よ
り
も
寧
ろ
よ
り
多
く
機
能
す
る
の
で
あ
る
が
、
一
般
に
行
動
に
於
け
る
目
的
及
び
手
段

の
表
象
の
存
在
は
そ
れ
の
罷
験
可
能
性
を
讃
し
て
み
る
。
固
よ
り
、
輩
純
な
本
能
行
動
に
於
て
目
的
表
象
が
常
に
存
在
す
る
と
は
考
へ
ら

れ
な
い
で
あ
ら
う
。
然
し
、
そ
れ
が
繰
返
へ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
た
と
ひ
不
明
瞭
で
あ
る
に
せ
よ
、
何
等
か
の
表
象
が
嚢
生
し
得
よ
う
。

叉
目
的
に
至
る
種
々
な
る
手
段
系
列
も
現
在
の
必
要
、
箭
況
か
ら
未
來
の
そ
れ
ら
に
至
る
ま
で
、
知
事
、
記
憶
、
想
像
等
の
皇
典
駿
の
仕

方
で
現
象
す
る
で
あ
ら
う
。
ト
ー
ル
マ
ン
の
云
ふ
行
動
認
識
の
諸
契
機
i
目
的
手
段
に
封
ず
る
期
待
、
識
別
と
操
作
に
封
ず
る
期
待
、

意
識
的
知
識
、
観
念
作
用
等
は
輩
に
客
槻
的
行
動
的
に
表
現
さ
れ
る
の
み
な
ら
す
、
主
観
的
内
面
的
に
鵠
験
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
否
行

動
は
盟
験
に
よ
っ
て
、
外
は
内
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
共
に
叉
そ
の
反
封
が
可
能
で
あ
る
。
爾
者
の
間
に
は
相
互
作
用
が
存
在
す
る
の

で
あ
り
、
こ
れ
内
部
髄
験
を
外
的
室
間
的
に
の
み
規
定
患
來
ぬ
所
以
で
あ
、
る
。
例
へ
ば
、
輩
に
切
手
の
色
を
外
面
的
に
睡
別
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
色
の
感
豊
馬
験
を
測
定
し
得
た
と
考
へ
る
如
き
誤
り
が
そ
れ
で
あ
る
。
我
々
は
外
的
行
動
的
に
色
を
厚
別
し
得
る
の
み
な
ら

す
、
又
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
考
へ
る
や
う
に
、
内
面
的
直
接
的
に
檬
々
の
色
の
質
的
差
異
を
艦
験
し
得
る
。
黒
色
の
差
別
に
就
て
の
外
的
告
示

は
既
に
色
の
差
別
の
内
的
罷
験
を
豫
照
し
て
み
る
。
表
現
は
罷
験
に
根
ざ
し
て
み
る
こ
と
云
ふ
を
ま
た
ぬ
。
一
般
に
内
省
の
封
象
た
る
内

の
世
界
、
意
識
作
用
と
内
容
が
行
動
の
猫
自
な
内
面
的
存
鹿
の
仕
方
を
作
っ
て
み
る
こ
と
を
無
視
す
る
の
が
行
動
主
義
の
最
も
大
な
る
鋏

黙
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
行
動
と
力
の
一
方
的
立
場
は
物
心
の
同
形
を
主
張
す
る
物
理
畢
主
義
に
徹
底
す
る
は
當
然
で
、
實
践
的
態
度
と
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し
て
は
ア
ラ
ン
の
所
謂
「
素
潜
な
暗
夜
」
の
行
動
主
義
、
カ
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
源
を
な
す
の
で
あ
る
。
行
動
主
義
の
立
場
か
ら
は
行
動
の
機
能

的
客
観
的
仮
寧
が
主
要
問
題
で
、
行
動
が
意
識
的
か
無
意
識
的
か
は
本
質
的
導
師
で
な
い
と
云
は
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
や
う
な

見
方
は
動
物
的
行
動
認
識
に
は
適
用
さ
れ
る
と
し
て
も
、
興
銀
的
行
動
認
識
に
は
適
用
さ
れ
得
な
い
の
で
あ
る
。
成
程
動
物
的
行
動
に
於

て
は
、
意
識
は
場
の
平
壌
を
照
ら
す
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
機
能
を
も
つ
に
過
ぎ
ぬ
と
し
て
も
、
行
動
の
発
達
と
共
に
意
識
は
も
っ
と
重
大
な

意
味
を
も
つ
や
う
に
な
る
。
】
膿
意
識
は
躍
躇
乃
至
選
探
を
意
味
す
る
と
云
は
れ
る
が
、
こ
の
鮎
で
、
行
動
が
登
達
し
複
灘
に
な
り
、
矛

盾
野
立
を
よ
り
多
く
含
む
に
癒
じ
て
、
意
識
と
知
性
が
決
定
的
役
割
を
演
ず
る
に
至
る
は
當
然
で
あ
る
、
が
行
動
認
識
が
意
識
的
且
つ
自

豊
的
に
な
り
、
深
く
無
く
鋭
く
な
り
、
或
は
混
卑
し
た
槻
念
か
ら
明
嚇
判
然
た
る
観
念
へ
高
め
ら
れ
る
と
共
に
、
我
々
の
行
動
は
よ
り
内

面
的
贋
値
を
思
し
た
の
で
あ
り
、
自
由
の
膿
験
を
も
ち
得
る
の
で
あ
る
。
聴
聞
の
進
歩
は
か
く
の
如
き
意
味
の
智
慧
、
光
り
を
求
め
る
所

に
基
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
軍
に
外
を
照
ら
す
光
で
な
く
て
内
を
照
ら
す
光
で
あ
る
。
プ
ラ
ト
ン
が
洞
窟
の
神
話
に
よ
っ
て
敏
へ
て
る
る

や
う
に
、
暗
い
洞
窟
を
出
て
太
陽
の
光
り
を
求
め
、
叉
こ
の
光
り
を
他
入
に
傳
へ
る
の
は
哲
學
者
の
．
奪
き
義
務
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

「
身
の
燈
火
は
目
な
り
。
こ
の
故
に
汝
の
目
正
し
く
ば
、
全
身
あ
か
る
か
ら
ん
。
然
れ
ど
、
汝
の
臼
悪
し
く
ば
、
全
身
く
ら
か
ら
ん
。
も

し
汝
の
内
の
光
、
闇
な
ら
ば
、
そ
の
闇
い
か
ば
か
り
そ
や
」
で
あ
る
。

　
然
し
な
が
ら
、
思
考
作
用
は
言
葉
な
く
し
て
は
行
は
れ
な
い
、
少
く
胸
像
達
し
な
い
。
成
程
ト
ー
ル
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
黒
狸
々
の
如
き

高
等
動
物
は
明
か
に
観
念
し
、
思
考
す
る
働
き
を
示
す
が
、
然
し
言
語
は
有
し
な
い
。
故
に
思
念
作
用
乃
至
創
造
的
思
考
作
用
は
言
語
に
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

き
立
っ
て
嚢
生
す
る
と
結
論
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
、
思
考
作
用
が
動
物
の
原
始
的
歌
態
を
脆
し
て
入
間
の
高
い
知
性
に
ま
で
獲
達
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

爲
に
は
、
言
語
の
存
在
が
国
賓
に
必
要
で
あ
る
。
故
に
「
入
間
精
紳
の
光
り
は
明
晰
な
言
葉
で
あ
る
」
と
ホ
ッ
ブ
ス
は
云
っ
た
。
斯
く
て
又

　
　
　
　
　
行
爲
と
論
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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哲
照
学
研
…
究
　
第
二
百
山
ハ
十
山
ハ
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
躍
ハ

「
皇
國
は
言
躯
の
甘
く
る
國
、
言
鰻
の
幸
は
ふ
國
」
と
し
て
、
古
代
の
宗
教
的
道
徳
的
艦
験
を
そ
の
ま
・
に
言
ひ
傳
へ
る
言
語
の
瀞
秘
力

を
宣
長
は
禮
讃
し
九
。
事
實
我
々
の
思
考
罷
験
は
常
に
自
他
と
の
内
面
的
外
面
的
談
話
と
し
て
現
象
す
る
。
思
惟
は
先
づ
自
己
と
語
り
、

自
己
に
聞
く
内
面
的
鋤
話
で
あ
る
。
道
徳
的
反
省
と
は
自
己
と
自
己
の
良
心
と
の
送
話
で
あ
る
。
我
々
は
自
己
の
思
想
乃
至
思
想
の
蓮
鎖

を
言
葉
或
は
言
葉
の
連
鎖
に
絶
え
ず
醗
課
す
る
。
こ
れ
は
第
一
、
我
々
の
思
想
の
蓮
鎭
を
記
録
し
、
記
憶
す
る
爲
で
あ
る
。
我
々
は
現
在

及
び
過
去
の
事
物
の
原
閃
と
結
果
と
を
知
り
、
こ
れ
を
記
録
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
技
術
の
獲
得
の
必
要
條
件
で
あ
る
。
胚
葉
は
こ

の
場
合
記
憶
の
記
號
と
し
て
使
は
れ
る
。
第
二
に
、
言
葉
に
よ
っ
て
相
互
に
自
己
の
思
想
、
欲
求
、
感
情
を
傳
へ
ね
ば
な
ら
な
い
。
要
す

る
に
、
言
語
は
一
般
に
意
味
の
表
現
と
し
て
記
憶
、
傅
達
、
相
談
、
歎
示
、
反
省
等
の
行
動
に
不
可
峡
的
な
契
機
で
あ
る
。
從
っ
て
又
、

種
々
な
る
意
識
艦
験
は
そ
れ
に
固
有
の
言
語
を
も
つ
て
み
る
。
例
へ
ば
、
熟
考
は
若
し
こ
の
こ
と
が
行
は
れ
る
な
ら
ば
こ
ん
な
こ
と
が
起

る
だ
ら
う
と
云
ふ
假
定
法
に
よ
っ
て
、
欲
求
と
嫌
忌
と
は
こ
れ
を
せ
よ
、
こ
れ
を
避
け
よ
と
云
ふ
形
の
命
令
形
に
よ
っ
て
罷
鹸
さ
れ
る
や

　
　
　
　
　
　
⑨

う
な
も
の
で
あ
る
。
理
性
の
言
葉
は
明
噺
で
あ
る
が
、
愚
昧
の
言
葉
は
混
胤
し
、
無
意
味
で
あ
る
。
情
慾
の
言
葉
は
野
卑
で
あ
る
が
、
良

心
の
言
葉
は
高
貴
で
あ
ら
う
。
斯
く
て
入
は
言
語
に
よ
っ
て
並
外
れ
て
賢
く
な
る
と
共
に
又
並
外
れ
て
愚
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
①
目
。
喜
舘
“
o
℃
．
o
悶
酔
こ
｝
∪
・
b
ω
O
・

　
　
②
国
昌
げ
。
9
び
9
脅
穿
＝
一
”
℃
．
器
・

　
目
的
と
手
段
の
表
象
の
全
罷
は
生
物
の
行
動
の
世
界
表
象
を
形
成
す
る
。
固
よ
り
そ
れ
は
理
論
的
抽
象
的
世
界
像
で
あ
る
筈
は
な
く
、
行

動
環
境
の
具
罷
的
像
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
環
境
．
は
行
動
と
同
襟
に
科
面
的
分
子
的
に
で
な
く
、
前
科
學
的
質
量
的
に
、
師
ち
軍
に
個
々
の

親
豊
、
鰯
豊
、
聴
畳
の
集
合
と
し
て
で
な
く
、
全
罷
的
な
物
、
事
件
と
し
て
膿
験
さ
れ
る
。
次
に
環
境
の
像
は
飽
迄
行
動
的
情
意
的
罷
験
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を
基
に
し
て
み
る
と
云
ふ
こ
と
が
最
も
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
行
動
的
世
界
像
は
行
動
的
な
る
こ
と
に
よ
つ
て
軍
に
表
象
的
で
な
く
、
力

學
的
艦
籍
に
於
て
與
へ
ら
れ
る
。
力
と
艦
験
と
の
相
互
作
用
の
最
も
深
い
意
味
は
こ
の
世
界
像
の
形
成
を
中
心
に
し
て
現
は
れ
る
。
こ
の

や
う
な
世
界
像
形
成
の
實
践
的
意
味
の
最
も
深
い
現
は
れ
の
一
つ
は
、
》
巨
（
野
已
薩
に
封
ず
る
露
身
壽
に
よ
っ
て
示
さ
れ
九
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
的
自
己
形
成
の
理
想
で
あ
ら
う
。
世
界
に
よ
り
積
極
的
に
活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
の
深
く
世
界
を
知
る
の
で
あ
り
、
叉
み
、
の

逆
で
あ
る
Q
行
動
の
進
化
獲
達
は
そ
れ
か
ら
生
じ
て
而
も
そ
れ
を
越
え
る
世
界
像
の
鑛
大
、
深
化
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
動
物
は
環
境

の
中
に
浸
入
し
て
み
る
が
、
入
間
の
み
は
世
界
を
超
越
的
に
見
る
こ
と
が
出
來
、
．
從
っ
て
叉
そ
の
世
界
艦
験
は
開
放
的
籏
大
的
で
あ
り
得

る
の
で
あ
る
。

　
行
動
の
世
界
は
力
學
的
關
係
を
根
抵
に
し
九
罷
験
に
思
す
る
。
世
界
は
輩
に
物
の
世
界
で
な
く
、
我
々
の
心
を
そ
・
る
も
の
、
我
々
の

心
に
働
き
か
け
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
快
不
快
そ
の
他
檬
々
の
感
情
の
陰
影
を
要
求
し
、
叉
我
々
の
行
動
を
様
々
の
仕
方
で
要
求
す
ろ
。

斯
く
の
如
き
情
意
的
豊
津
を
通
じ
て
世
界
は
そ
の
生
命
贋
値
、
行
動
贋
値
を
露
は
に
す
る
。
無
論
そ
れ
に
は
知
豊
が
働
き
、
推
理
が
要
求

さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
然
し
そ
れ
の
み
で
は
不
充
分
で
あ
り
、
否
時
に
は
認
識
は
債
値
艦
影
に
於
て
惰
意
に
養
し
抜
か
れ
る
場
合
も
生
す
る
。

シ
ェ
ー
ラ
ー
が
珍
聞
的
即
詰
的
遠
距
離
感
情
と
増
す
る
も
の
が
そ
れ
で
、
不
安
、
恐
れ
、
嘔
氣
、
無
恥
、
同
感
、
反
感
の
如
き
生
活
感
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

は
環
境
の
債
値
を
認
識
に
先
き
立
っ
て
豫
料
的
に
現
象
さ
せ
る
。
爾
芳
意
の
外
に
心
が
ひ
か
れ
る
、
黒
雲
、
緊
張
、
し
み
込
む
と
云
ふ
や

う
な
言
葉
で
示
さ
れ
る
意
識
歌
意
乃
至
感
壁
が
償
値
の
牽
引
的
反
性
的
働
き
か
け
を
現
は
し
て
み
る
。
だ
が
環
境
を
そ
の
懐
値
性
と
現
實

性
に
於
て
直
接
的
自
謹
的
に
膿
験
し
、
生
き
極
め
る
こ
と
は
行
動
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
境
環
と
そ
の
中
に
あ
る
鍬
象
と
は
輩
に
期
待
さ

れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
現
實
的
に
羅
験
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
行
動
は
室
虚
な
場
所
の
申
で
起
る
の
で
な
く
、
そ
れ
を
支
持
す
る
實
艦
的
場

　
　
　
　
　
行
爲
と
論
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
七
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一
入

の
冬
空
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
環
境
は
行
動
す
る
も
の
に
と
っ
て
は
U
誇
旨
嵐
言
⇔
紆
と
寓
9
三
覧
含
意
（
鱒
夢
汐
σ
q
。
・
み
9
σ
曾

O
無
二
巳
9
8
Ω
糞
・
民
8
8
0
遠
9
耳
）
口
寄
巴
）
と
云
ふ
存
在
の
仕
方
を
も
つ
て
み
る
。
前
奢
は
行
動
の
見
本
支
柱
で
後
者
は
甘
言
支
桂
で
あ

る
。
迷
路
の
鼠
は
見
、
嗅
ぎ
、
燭
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
識
別
す
べ
き
現
實
の
路
を
必
要
と
す
る
の
み
な
ら
す
、
自
己
の
足
を
押
す
べ
き
現

量
の
床
、
そ
の
間
を
操
縦
し
て
進
む
べ
き
重
罰
の
壁
、
そ
の
中
へ
飛
び
込
む
可
き
重
箱
の
室
所
を
必
要
と
す
る
。
一
定
の
形
、
大
さ
、
重

さ
、
色
を
具
へ
た
椅
子
は
そ
れ
に
慮
じ
た
視
豊
、
論
難
、
蓮
動
感
畳
等
の
識
別
を
可
能
な
ら
し
め
る
と
共
に
種
々
な
る
操
作
の
可
能
性
を

現
は
し
て
み
る
。
例
へ
ば
、
入
間
に
と
っ
て
は
こ
の
椅
子
は
そ
の
上
に
坐
す
べ
き
も
の
、
武
器
と
し
て
使
は
る
べ
き
も
の
と
云
ふ
可
能
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
、
鼠
に
と
っ
て
は
そ
の
中
に
集
を
作
る
べ
き
も
の
、
そ
の
後
に
隠
れ
る
べ
き
も
の
と
云
ふ
性
格
を
現
は
し
て
み
る
。
斯
く
の
如
き
行
動

の
蓋
開
に
於
て
封
象
（
或
は
封
象
の
み
で
な
く
生
物
の
仲
間
）
を
如
何
に
感
壁
的
蓮
動
的
に
識
別
し
、
操
作
す
る
か
み
二
云
ふ
仕
方
の
中
に
生

物
の
環
境
内
容
が
明
瞭
な
形
を
帯
び
て
來
る
。
操
作
的
感
礎
的
識
別
に
基
く
入
間
の
世
界
像
は
所
謂
臣
○
ヨ
○
貯
σ
韓
の
世
界
語
と
見
倣
さ

れ
て
る
る
が
、
然
し
、
そ
れ
は
操
作
と
識
別
を
極
め
て
蜀
象
的
唯
物
的
に
解
益
し
た
結
果
に
過
ぎ
ぬ
。
例
へ
ば
、
　
一
罵
言
の
國
旗
が
如
何

に
取
扱
は
れ
、
識
別
さ
れ
る
か
と
云
ふ
こ
と
は
直
ち
に
そ
の
愚
民
の
名
審
の
問
題
で
あ
り
、
又
母
親
に
と
っ
て
は
そ
の
子
供
の
肉
罷
は
愛

情
の
犠
つ
九
操
作
と
誇
ら
し
い
識
別
の
封
象
に
他
な
ら
な
い
。
人
間
と
そ
の
行
動
と
が
肉
器
と
感
性
と
表
現
と
を
有
す
る
限
り
、
そ
れ
は

竃
書
首
巳
醤
舟
と
望
8
円
ぎ
冒
醤
魯
と
を
支
柱
と
す
る
行
動
世
界
に
属
し
て
み
る
。

　
　
①
ω
。
｝
巨
9
］
）
窪
周
§
砦
四
冨
暑
田
貯
筆
画
津
守
一
コ
囲
り
9
琴
芝
§
芭
。
／
ノ
N
。
二
。
9
誉
¢
雛
轟
珍
い
讐

　
　
②
ε
。
ぎ
窪
”
。
℃
「
簿
．
二
）
℃
．
。
。
叩
。
。
O
．

　
我
々
は
又
、
世
界
の
現
實
性
の
意
識
は
力
學
海
面
験
を
基
に
し
、
軍
な
る
表
象
や
推
理
の
結
果
で
な
い
こ
と
を
理
解
．
出
來
る
。
デ
ィ
ル
タ
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イ
が
細
し
く
記
述
し
て
み
る
や
う
に
、
世
界
の
實
在
性
の
意
識
は
意
欲
、
衝
動
と
そ
れ
に
封
ず
る
抵
抗
の
翠
雲
的
閣
係
の
龍
験
に
基
い
て

み
る
。
例
へ
ば
、
今
私
が
曇
る
仕
事
に
劇
壇
し
て
み
る
と
し
、
そ
し
て
何
か
邪
魔
な
音
か
何
か
煩
は
し
い
考
へ
が
登
生
し
た
と
す
る
。
私
は

こ
の
邪
魔
物
を
極
力
追
挑
っ
て
仕
事
を
轟
け
よ
う
と
努
力
す
る
が
成
功
し
な
い
。
そ
の
場
合
私
の
努
力
と
並
ん
で
一
種
の
心
理
的
厘
迫
感
、

不
快
と
妨
害
の
黒
め
つ
け
ら
れ
た
や
う
な
歌
態
が
存
在
す
る
。
そ
れ
が
他
者
に
よ
っ
て
力
的
に
規
定
さ
れ
る
経
験
の
本
質
で
あ
り
、
而
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

て
こ
の
経
験
の
中
に
實
在
性
の
意
識
が
獲
生
す
る
。
固
よ
り
行
動
世
界
は
輩
に
客
観
的
怨
讐
界
の
み
で
な
く
、
想
像
、
幻
蜷
の
世
界
を
も

含
み
、
且
つ
そ
れ
ら
が
内
的
實
在
的
力
と
し
て
行
動
を
規
定
す
る
。
或
は
又
幼
児
、
未
開
人
の
場
合
の
や
う
に
、
想
像
の
世
界
と
外
の
世

界
と
が
明
か
に
隈
別
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。
要
す
る
に
、
生
の
行
動
に
於
て
且
つ
そ
れ
に
封
し
て
あ
る
世
界
は
又
そ
れ
自
身
生
の
世
界

で
あ
り
、
生
の
全
膿
に
係
る
世
界
で
あ
る
。
行
動
世
界
は
凡
そ
行
動
潮
風
と
生
命
習
弊
と
を
櫓
ふ
あ
ら
ゆ
る
も
の
・
世
界
で
あ
り
、
物
の

世
界
な
る
と
共
に
生
物
、
入
の
世
界
で
あ
り
、
實
在
、
假
象
、
言
語
、
思
惟
、
情
慾
、
懸
命
、
偶
然
、
時
間
、
室
聞
等
の
あ
ら
ゆ
る
存
在

形
式
と
内
容
と
作
用
と
が
行
動
者
の
外
面
的
内
颪
的
場
の
力
を
形
作
っ
て
み
る
。
そ
の
複
難
な
世
界
内
容
と
力
畢
の
鮎
に
於
て
事
實
の
世

界
は
小
説
よ
り
も
戯
曲
よ
り
も
蓬
か
に
奇
で
あ
る
。

　
　
①
冒
三
μ
。
ざ
砿
。
酵
達
。
一
剖
く
“
ω
．
H
8
．

　
　
　
　
　
　
　
　
八

「
活
動
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
生
き
る
こ
と
で
あ
る
、
よ
り
多
く
活
動
す
る
と
云
ふ
こ
と
、
そ
れ
は
内
面
生
活
の
原
動
力
を
会
す
こ
と
で
あ

①る
。
」
斯
く
の
如
き
主
張
の
下
に
ギ
ュ
イ
ヨ
ー
は
生
活
と
活
動
と
カ
と
を
同
一
物
の
異
る
身
構
に
過
ぎ
ぬ
と
見
倣
し
た
。
生
物
は
種
々
な
る

力
の
保
存
者
で
あ
り
、
叉
そ
の
消
費
者
で
あ
み
。
生
物
の
行
動
に
は
螢
養
、
同
化
の
霞
己
集
中
的
一
面
と
軍
費
、
生
産
の
自
己
籏
大
的
一

　
　
　
　
　
行
爲
と
論
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
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二
〇

面
と
が
あ
る
。
前
者
に
於
て
は
、
生
物
は
自
己
の
爲
に
自
然
諸
系
を
所
有
し
、
愛
化
さ
せ
る
。
後
者
に
於
て
は
、
生
物
は
蓄
積
さ
れ
た
カ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

過
剰
を
外
に
向
っ
て
纏
張
し
、
浴
費
す
る
、
性
行
動
乃
至
知
的
情
意
的
生
産
力
は
何
れ
も
こ
の
種
の
力
の
籏
大
で
あ
．
る
。
こ
の
カ
の
旗
大

と
浦
餐
が
撃
ち
入
間
の
文
化
的
道
徳
的
生
活
の
登
展
を
成
す
の
で
あ
る
。
斯
く
生
き
る
こ
と
が
活
動
す
る
こ
と
乃
至
力
の
鼠
賊
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
内
的
力
の
鑛
大
潰
費
の
中
に
生
活
の
嚢
展
が
あ
る
と
せ
ば
、
こ
れ
ら
の
力
が
ど
ん
な
風
に
活
動
し
、
叉
ど
ん
な
風
に
相
互
に
働

き
か
け
る
か
、
叉
外
的
諸
力
が
ど
ん
な
仕
方
で
内
的
力
と
祁
互
に
働
き
合
ふ
か
と
云
ふ
こ
と
を
法
則
的
に
究
明
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要

な
問
題
で
あ
る
。
こ
・
か
ら
行
動
の
力
學
的
観
察
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
①
9
目
顎
二
譲
ρ
多
硯
。
島
．
≡
お
ン
【
。
三
。
聲
茄
○
茎
箋
ぎ
口
三
も
。
§
。
砕
…
。
嵩
二
）
・
。
。
o
・

　
　
②
ぎ
鱒
〔
『
ワ
O
ひ
∴
o
困
●

　
行
動
力
學
は
次
の
三
つ
の
事
實
の
認
識
を
そ
の
根
本
出
登
黙
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
、
行
動
の
原
動
力
た
る
意
欲
は
認
識
、
感
情
等

と
醸
し
て
猫
自
の
内
面
的
力
で
あ
り
、
固
有
の
行
動
と
世
界
と
を
生
産
す
る
力
を
も
つ
て
み
る
。
二
、
然
し
、
行
動
は
総
じ
て
機
械
的
運
動

と
異
な
っ
て
有
機
龍
の
綜
合
的
全
膿
的
運
動
な
る
故
、
そ
れ
に
は
當
然
有
機
罷
の
各
機
能
の
相
互
作
用
が
豫
想
さ
れ
る
。
知
登
行
動
に
も

有
機
艦
的
行
動
と
し
て
は
惰
意
の
作
用
が
強
く
働
い
て
み
る
や
う
に
、
意
欲
行
動
に
も
認
識
、
感
惜
と
の
粗
豪
作
用
が
認
め
ら
れ
る
。
「
『

行
動
は
内
面
的
力
の
關
係
、
心
理
的
場
の
カ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
共
に
、
叉
外
面
的
場
の
力
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
ろ
。
道
元
の
所
謂

「，

l
の
心
止
よ
り
善
悪
な
し
。
善
悪
は
縁
に
随
て
起
る
」
と
あ
る
や
う
に
、
如
何
に
高
い
行
爲
と
難
も
外
的
世
界
の
力
に
よ
っ
て
張
く
規
定

さ
れ
る
。
而
も
こ
の
場
含
に
も
、
内
的
世
界
と
外
的
世
界
と
は
孤
立
的
に
存
在
す
る
の
で
な
く
、
等
し
く
行
動
の
世
界
と
し
て
相
互
限
定

の
關
係
に
立
っ
て
る
る
の
で
あ
る
。



　
　
　
意
欲
は
力
學
的
親
，
黙
か
ら
見
ら
れ
る
時
、
一
定
の
目
的
を
實
現
す
る
カ
、
機
能
で
あ
る
。
行
動
が
そ
の
目
的
に
達
す
る
か
、
達
し
な
い

　
　
か
は
理
性
や
馬
鐸
よ
り
も
先
づ
根
本
的
に
そ
の
欲
求
の
カ
、
精
力
と
そ
の
強
弱
に
依
存
す
る
。
歴
史
的
祉
會
的
行
動
は
そ
の
創
造
的
な
る

　
　
こ
と
に
於
て
叉
力
1
一
内
面
的
力
…
1
を
も
九
ね
ば
な
ら
ぬ
。
英
雄
崇
舞
は
確
か
に
そ
の
意
欲
め
力
、
精
神
の
力
　
　
翠
に
暴
力
で
な
い

　
　
　
　
の
讃
美
に
基
い
て
み
る
，
ア
ッ
ハ
は
こ
の
や
う
な
意
志
の
力
を
決
定
U
。
け
窪
H
旨
幾
〇
一
H
と
名
附
け
、
こ
の
決
定
の
張
弱
が
如
何
に
行

　
　
動
力
に
影
響
す
る
か
を
蓮
べ
て
る
る
。
決
定
と
は
鼠
走
、
銀
位
の
精
紳
に
艇
っ
て
實
現
す
る
意
歓
の
影
響
で
あ
っ
て
、
こ
の
決
定
の
彊
弱

　
　
に
よ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
行
動
力
に
遷
し
て
種
々
な
る
素
質
の
分
類
が
行
は
れ
る
。
郎
ち
旗
．
重
な
性
格
や
粘
液
質
は
決
定

　
　
の
カ
が
最
も
強
く
・
弊
璽
多
幾
憂
欝
は
軽
羅
人
叢
族
に
乾
て
纏
絡
を
も
つ
こ
と
が
蕎
と
さ
級
無
性
箏
蔑
磐

　
　
れ
る
場
合
の
連
絡
と
は
こ
の
種
の
一
定
の
目
的
、
原
理
を
把
持
し
、
如
何
な
る
障
害
に
細
し
て
も
屈
せ
す
に
そ
の
臼
的
塗
行
に
至
ら
し
め

　
　
る
決
定
の
強
さ
を
云
ふ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
①
諺
。
H
ポ
φ
ぎ
円
ユ
・
昌
づ
．
讐
辞
ψ
ε
占
ω
．

　
　
　
我
々
は
夏
に
意
欲
の
力
學
に
煮
て
分
析
を
加
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
六
に
於
て
の
ト
ー
ル
マ
ン
に
よ
る
行
動
の
特
性
記
蓮
に
於
て
明
か
な
や

　
　
う
に
、
行
動
は
…
定
の
日
的
封
象
へ
の
到
達
、
或
は
目
的
封
象
か
ら
の
逃
避
と
云
・
幽
性
格
を
有
す
る
が
、
こ
の
現
象
は
力
學
的
に
は
内
在

　
　
的
素
的
の
機
能
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。
例
へ
ば
、
迷
路
に
調
て
の
鼠
の
行
動
の
究
極
矯
的
は
躍
に
食
物
で
な
く
て
、
｝
定
の
終
局
的
な
生

　
　
理
的
安
静
邸
ち
飢
餓
を
満
た
す
と
云
ふ
歌
態
で
あ
る
。
食
物
、
水
、
異
性
に
到
達
し
よ
う
と
す
る
鼠
ば
、
そ
の
根
本
動
力
ど
し
て
飢
餓
を

　
　
満
た
す
、
渦
き
を
満
歯
す
、
叉
は
性
欲
を
満
た
す
と
云
ふ
一
定
の
慮
理
的
安
静
に
封
ず
る
要
求
を
内
在
的
決
定
素
と
し
て
も
っ
て
み
る
。

鵬
或
は
電
氣
の
衝
繋
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
鼠
は
、
生
理
的
傷
害
と
云
ふ
歪
の
生
理
的
妨
害
か
ら
逃
れ
る
こ
と
を
究
智
的
と
し
、
換
言

　
　
　
　
　
　
　
行
爲
と
論
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
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哲
學
研
究
　
　
第
二
百
ゐ
ハ
十
山
ハ
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

せ
ば
、
特
殊
な
生
理
的
妨
害
に
反
影
な
る
要
求
を
内
在
的
決
定
素
と
し
て
み
る
。
所
謂
欲
求
、
嫌
悪
と
逸
せ
ら
れ
る
も
の
は
こ
の
種
の
要

求
に
外
な
ら
な
い
。
然
し
、
こ
れ
ら
の
終
局
触
生
理
的
目
標
へ
の
、
或
は
そ
れ
に
反
す
る
要
求
以
外
に
爾
様
々
の
よ
り
近
い
、
且
つ
環
境

．
的
に
規
定
さ
れ
た
要
求
、
即
ち
食
物
、
袋
路
、
通
路
等
の
環
境
的
封
象
へ
の
又
は
そ
れ
に
反
す
る
要
求
が
機
能
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、

こ
れ
ら
の
目
的
は
究
極
的
上
位
的
臼
的
に
毒
す
る
聖
餐
的
目
的
と
し
て
、
卸
ち
手
段
鋤
象
と
し
て
要
求
さ
れ
て
る
ろ
。
換
言
せ
ば
、
飢
ゑ

た
鼠
は
第
一
次
的
に
飢
ゑ
を
満
た
す
こ
と
を
要
求
し
、
こ
の
根
本
要
求
が
機
能
す
る
限
り
で
の
み
第
二
次
的
に
食
物
を
、
儀
ゑ
を
満
た
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

こ
と
へ
の
道
程
と
し
て
、
夏
に
よ
り
二
次
的
に
、
開
い
た
、
目
的
に
至
る
通
路
を
食
物
へ
の
道
程
と
し
て
要
求
す
る
。

　
　
①
8
。
ぎ
§
ご
8
．
象
こ
毛
◎
ミ
ー
い
い
．

　
動
物
や
入
間
は
日
常
實
に
無
慮
の
刺
戟
を
揃
え
す
外
の
世
界
か
ら
受
け
て
み
る
。
而
も
彼
等
は
総
て
の
刺
戟
に
｝
様
に
反
癒
す
る
の
で

な
く
、
唯
そ
の
中
か
ら
一
部
の
刺
戟
が
選
び
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
絶
食
し
た
鼠
は
決
し
て
食
物
に
注
意
し
な
い
、
否
時
に
は

食
物
を
前
に
し
て
眠
り
を
す
る
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
飽
満
し
た
子
供
は
そ
れ
に
見
向
き
も
し
な
い
。
食
物
を
注
意
す
る
の
は
唯
飢
ゑ
た
鼠

だ
け
で
あ
る
。
こ
の
や
う
な
刺
戟
に
就
て
の
離
職
性
は
刺
戟
；
極
帯
の
分
子
的
行
動
概
念
で
は
到
底
読
明
さ
れ
得
な
い
の
で
、
そ
れ
は
上

位
的
從
屡
的
諸
要
求
が
重
要
な
機
能
的
背
景
と
し
て
作
用
す
る
事
實
か
ら
の
み
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
我
々
の
内
的
諸
力
は
孤
立
的
に

働
く
の
で
な
く
、
レ
ヴ
ィ
ン
の
所
謂
心
理
的
揚
、
包
括
的
行
動
全
軍
性
の
中
に
嘗
て
そ
れ
に
規
定
さ
れ
つ
・
働
く
の
で
あ
る
。
飢
ゑ
と
云

ふ
有
機
的
歌
態
か
ら
滅
し
、
そ
れ
を
満
た
さ
う
と
す
る
根
本
要
求
、
食
物
へ
の
二
次
的
要
求
等
々
の
因
果
關
聯
、
力
の
全
罷
關
係
に
よ
っ

て
個
々
の
行
動
が
規
定
さ
れ
る
。
我
々
の
内
的
世
界
は
輩
に
時
間
的
蓮
績
的
で
な
く
、
室
問
的
非
連
績
的
で
あ
る
。
師
ち
機
能
的
固
定
性

　
と
閉
鎖
性
と
を
も
つ
種
々
な
る
露
礁
的
緊
張
帝
室
系
と
形
態
の
統
一
で
あ
り
、
個
々
の
作
用
と
幽
憤
と
は
こ
の
罷
系
に
よ
っ
て
規
定
さ



　
　
れ
、
叉
そ
れ
と
共
に
愛
化
す
る
。
こ
の
や
う
な
力
學
的
艦
系
は
云
は
ゴ
精
力
の
貯
過
所
で
あ
り
、
こ
の
要
求
の
力
、
深
さ
に
行
動
の
實
現

　
　
力
が
依
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
企
圖
乃
至
決
心
と
云
ふ
特
殊
な
意
志
罷
験
の
有
無
又
は
そ
の
強
さ
に
よ
る
の
で
は
な
い
。
否
、
我
々
は
如

　
　
何
に
熱
心
に
企
圖
を
な
し
、
強
い
決
心
を
し
て
も
、
そ
れ
が
眞
の
欲
求
力
に
基
い
て
み
な
い
爲
に
角
行
さ
れ
な
い
場
合
を
知
っ
て
み
る
。

　
　
皮
肉
に
云
へ
ば
、
入
は
企
圖
し
た
こ
と
は
忘
れ
勝
ち
で
あ
る
。
「
善
き
企
岡
は
自
然
法
則
に
干
渉
せ
ん
と
す
る
無
敷
な
試
み
で
あ
る
。
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
の
趨
り
は
純
然
た
る
自
負
心
で
、
そ
れ
の
結
果
は
送
字
に
零
で
あ
る
」
と
云
ふ
ワ
イ
ル
ド
の
言
葉
も
強
ち
逆
詮
と
の
み
は
云
ひ
得
な
い
。

　
　
　
　
①
び
①
鼠
ジ
＜
。
盛
暮
辞
装
弾
。
飼
．
尉
。
象
魯
計
”
ω
・
鴇
．
レ
ヴ
ィ
ン
に
企
圃
作
用
の
力
ほ
よ
り
深
所
に
存
す
る
欲
求
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
獲
す
る
と
見
、

　
　
　
　
　
　
企
圖
よ
り
も
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
霧
在
た
重
観
す
る
。
企
圃
に
よ
っ
て
エ
ネ
ッ
ギ
ー
が
生
す
る
の
で
な
く
、
後
者
艮
そ
れ
と
猫
立
に
在
在
す
ろ
Q

　
　
　
　
　
　
故
に
意
志
の
敏
育
ほ
仁
恵
、
決
心
よ
り
も
こ
の
エ
ネ
レ
ギ
ー
の
涌
養
た
重
ん
ず
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
匡
軍
に
兇
具
の
行
動
な
外
面
的
に
訓
練
、
抑

　
　
　
　
　
　
厭
す
ろ
の
で
な
く
、
寧
ろ
彼
等
の
衝
動
力
た
自
由
に
獲
展
ぜ
し
め
つ
」
、
そ
の
力
た
彼
等
の
克
己
心
に
協
力
さ
せ
ろ
べ
き
で
あ
る
。
カ
ン
ト
に
道

　
　
　
　
　
　
徳
的
性
格
ほ
教
育
、
例
、
教
訓
が
徐
々
と
で
な
く
、
本
能
の
動
鑑
櫃
態
に
封
ず
ろ
嫌
悪
か
ら
突
如
再
興
と
し
て
獲
巫
貸
し
め
る
内
的
革
命
と
考
へ

　
　
　
　
　
　
て
る
る
が
（
題
誘
導
浪
費
門
・
℃
。
ざ
㈹
凹
ρ
○
り
・
お
。
。
．
）
、
確
か
に
エ
ネ
ル
ギ
…
ば
潮
騒
的
に
善
か
れ
悪
し
か
れ
｝
種
の
心
菱
り
と
し
て
現
ば
れ
る
揚
合
も

　
　
　
　
　
　
あ
る
。
要
す
る
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
ば
種
々
な
ろ
力
學
五
條
件
に
左
右
さ
れ
ろ
の
で
、
企
圃
に
墓
か
な
い
と
云
ふ
説
に
一
磨
認
め
ら
れ
ろ
。
然
し
、
ソ

　
　
　
　
　
　
ヴ
ィ
ン
の
如
く
企
圃
の
力
た
凝
然
無
覗
す
る
の
も
問
題
で
あ
ろ
Q
現
に
ア
ッ
ハ
に
決
定
の
力
1
1
決
意
の
強
さ
に
も
塞
く
こ
と
た
翫
べ
て
る
ろ
。
東

　
　
　
　
　
　
洋
に
於
て
も
「
眞
實
の
志
た
属
す
ろ
し
と
云
ふ
態
度
が
宗
教
的
道
徳
的
修
業
の
核
心
と
見
倣
さ
れ
て
る
ろ
の
で
あ
る
Q

　
　
　
こ
の
や
う
な
固
定
的
閉
鎖
的
力
學
艦
系
の
機
能
に
よ
っ
て
の
み
人
は
秩
序
あ
る
行
動
を
な
し
得
る
の
で
、
軍
な
る
蓮
績
的
流
動
的
歌
態

　
　
に
於
て
は
一
定
の
目
的
を
追
求
す
る
組
織
的
整
合
的
行
動
全
集
の
存
在
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
。
力
取
的
観
察
か
ら
云
へ
ば
、
人
絡
構
造

獅
　
の
嚢
展
の
重
要
な
特
色
の
一
は
そ
の
力
學
的
卓
立
の
分
化
の
程
度
と
圏
定
性
に
存
す
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
幼
兇
の
行
動
が
氣
紛
れ
で
、
環

　
　
　
　
　
　
　
行
爲
と
論
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
三
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折
q
墨
・
碑
円
究
　
　
無
崇
二
百
山
ハ
十
山
ハ
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
閃
門

境
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
易
い
理
曲
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
創
造
的
行
動
は
知
識
よ
り
も
先
づ
第
一
に
欲
求
の
力
が
必
要
で
あ
る
。
「
世

界
に
於
て
偉
大
な
る
も
の
は
張
き
情
慾
な
く
し
て
は
な
し
得
な
か
っ
た
」
と
か
、
「
理
性
は
磁
石
で
情
慾
は
風
で
あ
．
る
」
と
云
ふ
言
葉
は
こ

の
事
實
を
物
語
っ
て
み
る
。

　
然
し
な
が
ら
、
こ
の
力
學
的
罷
系
の
機
能
は
世
界
に
封
ず
る
生
物
の
態
度
を
し
て
選
鐸
的
な
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
世
界
に
封

ず
る
態
度
を
常
に
一
面
的
絹
謝
的
な
ら
し
め
る
こ
と
を
黙
れ
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
量
る
目
的
に
封
ず
る
要
求
は
こ
の
要
求
に
關
係
あ
る
封

象
刺
戟
を
極
め
て
活
濃
た
ら
し
め
る
が
、
同
時
に
そ
れ
に
關
係
な
き
封
象
刺
戟
を
全
く
無
力
に
さ
せ
る
。
力
學
的
艦
系
の
機
能
は
常
に
抽

象
と
選
繹
と
一
面
性
と
を
梓
ふ
。
叉
力
學
的
罷
系
は
母
系
な
る
こ
と
に
於
て
固
定
護
持
績
的
で
あ
る
が
、
然
し
そ
れ
は
縄
鋤
的
で
な
く
、
要

求
の
満
足
と
共
に
浴
失
す
る
。
廓
ち
器
系
は
常
に
非
黒
海
性
を
、
固
定
は
流
動
を
内
在
せ
し
め
る
。
故
に
叉
行
動
の
論
理
は
秩
序
と
共
に

無
秩
序
を
、
整
合
性
と
共
に
矛
盾
を
、
客
観
姓
と
共
に
主
観
性
を
本
質
的
に
含
蓄
し
て
み
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
行
動
の
世
界
は
一
襟

的
慨
常
的
で
な
く
、
情
意
的
強
調
鮎
と
そ
の
甘
藷
と
を
有
す
る
。
行
動
的
に
形
成
さ
れ
、
叉
行
動
的
に
破
壌
さ
れ
る
、
そ
こ
に
現
實
世
界
の

生
命
と
叢
展
と
が
あ
る
。
然
し
、
そ
こ
に
は
又
行
動
の
論
理
に
必
然
的
な
有
限
性
が
存
在
す
ろ
。
だ
か
ら
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ゥ
エ
ル
の
考
へ

た
や
う
に
、
世
界
の
客
観
的
認
識
の
爲
に
は
歓
求
の
否
定
が
必
要
で
あ
る
と
も
主
張
さ
れ
得
よ
う
。
心
も
不
安
に
急
ぐ
記
入
は
ラ
イ
ン
川

と
そ
の
塵
叢
に
一
木
の
横
着
見
・
そ
の
川
の
橋
を
こ
の
線
窃
至
筋
の
線
と
見
る
墨
ぎ
な
い
で
あ
ら
や
或
隻
づ
ト
に

よ
れ
ば
、
他
地
の
翰
を
磨
く
こ
と
さ
へ
も
楽
聖
な
李
等
に
反
す
る
と
し
て
禁
止
す
る
オ
テ
ル
が
ア
メ
リ
カ
に
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
下
等
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

愛
す
る
國
民
は
他
方
で
甚
し
い
人
種
的
不
雪
上
を
行
っ
て
み
る
。
こ
れ
ら
の
｝
颪
性
と
矛
盾
は
明
か
に
、
そ
の
根
栂
に
力
學
的
逸
興
が
排

他
的
に
機
能
し
て
み
る
こ
と
を
示
し
て
み
る
。
だ
が
斯
く
一
面
性
と
矛
盾
と
を
も
つ
行
動
の
論
理
は
決
し
て
輩
に
主
概
的
論
理
で
は
な
い
。
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パ
レ
ト
や
リ
ボ
ー
の
考
へ
る
や
う
に
、
行
動
の
論
理
と
理
性
の
論
理
と
は
抽
象
的
に
封
慰
す
る
の
で
は
な
い
。
行
動
は
客
観
的
世
界
に
於

て
の
行
動
と
し
て
、
黙
然
場
の
諸
力
と
の
相
互
的
操
縦
を
必
要
と
し
、
斯
く
て
場
の
關
係
の
洞
察
、
認
識
は
行
動
の
本
質
的
決
定
素
の
一
で

あ
る
。
叉
逆
に
如
何
な
る
客
選
的
世
界
認
識
、
直
観
と
難
も
行
動
の
有
限
的
力
學
直
系
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
る
る
。
だ
か
ら
シ
ョ
ー
ペ

ン
ハ
ウ
エ
ル
の
欲
求
の
否
定
は
生
物
的
生
存
欲
の
否
定
で
は
あ
っ
て
も
、
如
何
な
る
種
類
の
有
限
的
生
活
力
を
も
否
定
す
る
と
云
ふ
こ
と

は
不
可
能
で
あ
る
。
藝
術
的
哲
學
的
宗
教
的
行
爲
は
又
そ
れ
ぞ
れ
の
行
爲
へ
の
要
求
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
自
己
の
世
界
を
見
得
る
が
他

の
世
界
を
見
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
故
に
有
限
的
人
間
存
庇
に
可
能
な
無
限
は
箪
な
る
無
限
で
な
く
て
、
有
限
的
無
限
で
あ
る
。
有
限
化

さ
れ
た
無
限
、
無
限
化
さ
れ
た
有
限
、
そ
れ
が
絶
揚
行
爲
及
び
そ
の
論
理
の
本
質
で
あ
る
。
然
し
、
輩
に
有
限
的
行
動
の
論
理
と
難
も
、

有
隈
的
な
る
が
放
に
直
ち
に
主
襯
的
非
合
理
的
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
理
性
活
動
の
種
々
な
る
肉
芽
が
見
ら
れ
る
。
無
限
に
於
て
有
限
、

有
限
に
於
て
無
限
が
見
ら
れ
る
と
な
す
所
以
で
あ
る
。
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